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➣「北上川上流の減災に係る取組方針」見直し
➣指定河川洪水予報の氾濫危険情報を予測でも発表
➣「逃げなきゃコール」周知広告への協力について
➣メディア連携部会への情報提供



「北上川上流の減災に係る取組方針」見直し

修正理由：構成員の変更 （岩手県 総務部長→岩手県 防災復興部長）

㌻ 修正前 修正後
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「北上川上流の減災に係る取組方針」見直し

修正理由：計画見直しに伴う修正 （②④の目標時期を令和7年度までに修正）

㌻ 修正前 修正後

12
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「北上川上流の減災に係る取組方針」見直し

修正理由：継続して実施している事項のため、「随時」に修正

㌻ 修正前 修正後

16
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「北上川上流の減災に係る取組方針」見直し

修正理由：12ページ、16ページの修正に伴うもの

㌻ 修正前 修正後

22
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指定河川洪水予報の氾濫危険情報を予測でも発表



指定河川洪水予報の氾濫危険情報を予測でも発表
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取組の概要

現在、国管理河川の指定河川洪水予報では、氾濫危険水位※１に
到達したときに氾濫危険情報を発表している。

今般、基準地点において、氾濫する可能性のある水位※２に３時間
先までに到達する見込の場合は、予測に基づいて氾濫危険情報
を発表できるよう運用を改善する。

予測に基づく氾濫危険情報は、令和４年６月１３日から運用開始。

※１ 洪水により、家屋浸水等の被害を生じる氾濫が発生するのおそれがある水位。

※２ 氾濫危険水位を上回る所定の水位。
河川区域内で最も越水・溢水の可能性が高い箇所で氾濫が始まるときの水位を、
そこを受け持つ水位観測所の水位に換算した水位。

令和4年5月18日記者発表
気象庁 大気海洋部 業務課
水管理・国土保全局 河川計画課



指定河川洪水予報の氾濫危険情報を予測でも発表
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※気象庁HPより
7

これまで
実況水位が氾濫危険水位に到達した場合に氾濫危険情報（警戒レベル４相
当：避難指示の目安）を発表。



指定河川洪水予報の氾濫危険情報を予測でも発表

改善後
水位が急激に上昇し、３時間以内に氾濫する可能性のある水位に到達する
見通しとなった場合は、予測に基づいて氾濫危険情報を発表。

従来の運用に加えて

これにより、急激な水位上昇に対応し、これまでの運用より早い段階から
警戒を呼びかけることが可能になる。
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氾
濫
危
険
情
報

氾濫する可能性のある水位

３時間以内に
所定の水位に
到達を予測

予測に基づく氾濫危険情報は、
令和4年6月13日から運用開始
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指定河川洪水予報文の例

正規

（見出し）

（主　文）

     

（雨量）

所により1時間に50ミリの雨が降っています。

今後もこの雨は降り続く見込みです。

○○川流域

（水位）

○○川の水位観測所における水位は次のとおりと見込まれます。

XXX.X↑

XXX.X

XXX.X

XXX.X

XXX.X

XXX.X

XXX.X

流域
00日00時00分～00日00時00分

までの流域平均雨量
00日00時00分～00日00時00分
までの流域平均雨量の見込み

観測所名
水位(m)

水防団
待機

氾濫
注意

避難
判断

氾濫
危険

【警戒レベル４相当情報［洪水］】○○川
がわ

では、急激な水位の上昇により、

氾濫のおそれあり

【警戒レベル４相当】これは、避難指示の発令の目安です。○○川
かわ

の○○水位観測所（○○市
し

○

○）では、急激な水位の上昇により、今後、「氾濫危険水位」を超過する見込みです。〇〇川
かわ

では

堤防決壊等による氾濫のおそれがあり、 ○○市
し

、○○市
し

、○○町
まち

では浸水するおそれがありま

す。直ちに、市町村からの避難情報を確認するとともに、 各自安全確保を図るなど、適切な防災

行動をとってください。

○○○
水位観測所

（○○県○○市○○）

予測時間が長くなるほど不確実性が高まります。予測水位の値は今後変わることもあるため、今後も最新の発表をご
確認ください。
水位のグラフは各水位間を按分したものです。
水位危険度レベル４は、「氾濫危険水位」と「氾濫する可能性のある水位」を按分しています。堤防の決壊等により
「氾濫する可能性のある水位」に到達する前に氾濫することもあるため、この水位は避難行動開始の目安ではありま
せん。

00日00時00分の状況

00日01時00分の予測

00日02時00分の予測

00日03時00分の予測

00日04時00分の予測

00日05時00分の予測

00日06時00分の予測

○○河川事務所
かせんじむしょ

・○○地方
ちほう

気象
きしょう

台
だい

　共同発表

○○○ミリ ○○ミリ

水位危険度 レベル１ レベル２ レベル３ レベル４

○○川
がわ

氾濫危険情報
○ ○ 川 洪 水 予 報 第 ○ 号

洪 水 警 報

令 和００年０月０ 日 ００ 時０ ０ 分

正規

（見出し）

（主　文）

     

（雨量）

所により1時間に50ミリの雨が降っています。

今後もこの雨は降り続く見込みです。

○○川流域

（水位）

○○川の水位観測所における水位は次のとおりと見込まれます。

XXX.X↑

XXX.X

XXX.X

XXX.X

XXX.X

XXX.X

XXX.X

【警戒レベル４相当】これは、避難指示の発令の目安です。○○川
がわ

の○○水位観測所（○○市
し

○

○）では、「氾濫危険水位」に到達しました。○○川
がわ

では堤防決壊等による氾濫のおそれがあり、

○○市
し

、○○市
し

、○○町
まち

では浸水するおそれがあります。直ちに、市町村からの避難情報を確認す

るとともに、各自安全確保を図るなど、適切な防災行動をとってください。

○○川
がわ

氾濫危険情報

【警戒レベル４相当情報［洪水］】○○川
がわ

では、氾濫危険水位に到達し、

氾濫のおそれあり

00日00時00分の状況

00日01時00分の予測

00日02時00分の予測

00日03時00分の予測

水防団
待機

予測時間が長くなるほど不確実性が高まります。予測水位の値は今後変わることもあるため、今後も最新の発表をご
確認ください。
水位のグラフは各水位間を按分したものです。
水位危険度レベル４については、氾濫危険水位と計画高水位を按分しており、氾濫危険水位＝計画高水位の場合は最
大になります。

○○○
水位観測所

（○○県○○市○○） 00日04時00分の予測

00日05時00分の予測

00日06時00分の予測

氾濫
注意

避難
判断

氾濫
危険

○ ○ 川 洪 水 予 報 第 ○ 号
洪 水 警 報

令和００年０月０日 ００ 時０ ０分

○○河川事務所
かせんじむしょ

・○○地方
ちほう

気象
きしょう

台
だい

　共同発表

レベル１ レベル２ レベル３ レベル４

観測所名
水位(m)

水位危険度

流域
00日00時00分～00日00時00分

までの流域平均雨量
00日00時00分～00日00時00分
までの流域平均雨量の見込み

○○○ミリ ○○ミリ

グラフ下の
説明文を変更。

これまでの予報文 改善後の予報文
見出し・主文が
変更となる。

従来の運用に加えて、予測に基づいた氾濫危険情報の場合、「急激な水位上昇により、
氾濫危険水位を超過する見込み」と表現されます。

従来の運用に加えて



「水防計画」への反映について
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今回の運用変更に伴い、「氾濫危険情報」の発表基準が変更となります。
各自治体におかれましては、「水防計画」等へ反映していただきますようお願いします。

現在 標題 発表基準

氾濫危険情報 ・氾濫危険水位に到達したとき
・氾濫危険水位を超える状態が継続しているとき

改善後 標題 発表基準

氾濫危険情報 ・急激な水位上昇によりまもなく氾濫危険水位を超え、さ
らに水位の上昇が見込まれるとき
・氾濫危険水位に到達したとき
・氾濫危険水位を超える状態が継続しているとき

【記載例】



「逃げなきゃコール」周知広報の協力について
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住民自らの避難行動につながる取組として、登録型のプッシュ型メールシステムによる避難支援
「逃げなきゃコール」が令和元年５月から展開されております。

本取組の周知拡大のため、住民の方が目にしやすい場所（例：市役所窓口等）に設置されているデ
ジタルサイネージや広報PCディスプレイ等の活用につきまして、ご協力をお願いします。

静止画イメージ

動画イメージ

関係機関あての依頼を事務局から送付させていただきます



メディア連携部会への情報提供
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気象災害に関する放送用コメント案『河川(洪水)リスク編』・『土砂災害編』の提供

九州災害情報(報道)研究会 災害報道コメント

案作成プロジェクトメンバーより、気象災害に関す

る放送用コメント案『河川(洪水)リスク編』と『土砂
災害編』の提供がありました。

この災害報道コメント案は、公益財団法人放送

文化基金の助成を受けて、九州災害情報(報道)
研究会のメンバーが作成したもので、広く現場で

活用していただきたいとの意向がありましたので、

岩手地域メディア連携部会の方々に情報共有し

たいと考えています。

また作成メンバーによる解説も可能とのことなの

で、希望の有無をあわせて確認したいと考えてい

ます。


